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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　第１パレットの上に敷かれるとともに、荷物が載置されるボードと、

　前記第１パレットと隣接して配置された第２パレットの上へ前記ボードを引張って移動

させる引張手段と、

　前記ボードの引張側に載置され、前記荷物の側面に当接する当接部材と、

　前記第２パレット上に移動した前記当接部材に当接するストッパと、

　を有する荷物積替え装置。

【請求項２】

　前記ボードの両面には、引張方向に沿って延びる複数の突状リブが並列配置されている

、請求項１に記載の荷物積替え装置。

【請求項３】

　前記第２パレットの移動を制限する拘束部材を有する、請求項１又は２に記載の荷物積

替え装置。

【請求項４】

　前記引張手段、前記ストッパ、及び前記拘束部材は、ユニット化されている、請求項３

に記載の荷物積替え装置。

【請求項５】

　前記拘束部材の高さは、前記第２パレットの高さより低い、請求項３又は４に記載の荷

物積替え装置。

10

20



(2) JP  6535836  B2  2019.7.3

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 当 接 部 材 は 板 材 で あ り 、 前 記 板 材 の 両 端 部 が 前 記 拘 束 部 材 の 両 側 に 配 置 さ れ た 前 記

ス ト ッ パ に 当 接 す る 、 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 引 張 手 段 は 、 ワ イ ヤ を 巻 き 取 る ウ イ ン チ と 、 前 記 ワ イ ヤ の 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ

ー ド の 引 張 側 に 形 成 さ れ た 孔 に 係 止 さ れ る フ ッ ク と 、 を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か

１ 項 に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 引 張 手 段 に よ る 前 記 ボ ー ド の 引 張 速 度 は 、 前 記 当 接 部 材 の 前 記 ス ト ッ パ へ の 当 接 前

よ り 当 接 後 の 方 が 速 い 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 荷 物 積 替 え 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 物 流 の 現 場 に お い て 、 荷 物 を 倉 庫 内 の パ レ ッ ト 上 か ら 搬 送 用 の パ レ ッ ト 上 に 積 替 え る 作

業 が 行 わ れ て お り 、 通 常 、 こ の パ レ ッ ト 間 の 積 替 え 作 業 は 人 力 で 行 わ れ る た め 、 重 労 働 と

な っ て い た 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 荷 物 と パ レ ッ ト と の 間 に

形 成 さ れ た 溝 に 支 持 棒 を 差 し 込 み 、 支 持 棒 で 荷 物 を 持 上 げ つ つ 荷 物 の 下 の パ レ ッ ト を 別 の

パ レ ッ ト に 取 り 替 え る 荷 物 積 替 え 装 置 が 発 明 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ９ ０ １ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 で は 、 荷 物 を 持 上 げ る た め に 複 数 の 支 持 棒

が 必 要 と な り 、 ま た 、 支 持 棒 を 支 持 す る 支 持 体 や 支 持 棒 を 持 上 げ る 昇 降 部 材 等 が 必 要 と な

る た め 、 構 造 が 複 雑 と な っ て い た 。 ま た 、 支 持 棒 を 差 し 込 む 溝 が パ レ ッ ト に 形 成 さ れ て い

る 必 要 が あ る た め 、 溝 が 形 成 さ れ て い な い パ レ ッ ト に は 特 許 文 献 １ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装

置 を 適 用 す る こ と が で き ず 、 汎 用 性 が 低 か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 簡 易 な 構 成 で パ レ ッ ト 上 の 荷 物 を 別 の パ レ ッ ト に 積 替 え

る こ と が で き る 荷 物 積 替 え 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 第 １ パ レ ッ ト の 上 に 敷 か れ る と と も に 、 荷 物 が 載

置 さ れ る ボ ー ド と 、 前 記 第 １ パ レ ッ ト と 隣 接 し て 配 置 さ れ た 第 ２ パ レ ッ ト の 上 へ 前 記 ボ ー

ド を 引 張 っ て 移 動 さ せ る 引 張 手 段 と 、 前 記 ボ ー ド の 引 張 側 に 載 置 さ れ 、 前 記 荷 物 の 側 面 に

当 接 す る 当 接 部 材 と 、 前 記 第 ２ パ レ ッ ト 上 に 移 動 し た 前 記 当 接 部 材 に 当 接 す る ス ト ッ パ と

、 を 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 第 １ パ レ ッ ト の 上 に 敷 か れ た ボ ー ド を 引 張 手 段 に よ っ て 引 張 る こ と

で 、 ボ ー ド 及 び ボ ー ド に 載 置 さ れ た 荷 物 を 第 １ パ レ ッ ト と 隣 接 し て 配 置 さ れ た 第 ２ パ レ ッ

ト の 上 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ こ で 、 引 張 手 段 に よ っ て さ ら に ボ ー ド を 引 張 る と 、 ボ ー ド の 引 張 側 に 載 置 さ れ た 当 接

部 材 が ス ト ッ パ に 当 接 し て 荷 物 の 移 動 が 制 限 さ れ る 。 こ の 状 態 で 引 張 手 段 に よ っ て ボ ー ド
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を 引 張 る こ と で 、 第 ２ パ レ ッ ト と 荷 物 の 間 か ら ボ ー ド を 引 き 抜 く こ と が で き 、 荷 物 を 第 ２

パ レ ッ ト の 上 に 積 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 で あ っ て 、 前 記

ボ ー ド の 両 面 に は 、 引 張 方 向 に 沿 っ て 延 び る 複 数 の 突 状 リ ブ が 並 列 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ボ ー ド の 下 面 に 突 状 リ ブ が 形 成 さ れ て い る た め 、 ボ ー ド の 下 面 と 第

１ パ レ ッ ト の 上 面 と の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 ボ ー ド を ス ム ー ズ に 第 ２ パ レ ッ ト へ 移 動 さ

せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ボ ー ド の 上 面 に 突 状 リ ブ が 形 成 さ れ て い る た め 、 ボ ー ド の 上 面

と 荷 物 と の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 ボ ー ド を ス ム ー ズ に 荷 物 の 下 か ら 引 き 抜 く こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 で あ っ て

、 前 記 第 ２ パ レ ッ ト の 移 動 を 制 限 す る 拘 束 部 材 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ パ レ ッ ト の 移 動 を 制 限 す る 拘 束 部 材 が 設 け ら れ て い る た め 、 ボ

ー ド を 第 ２ パ レ ッ ト 上 へ 移 動 さ せ る 際 に 、 第 ２ パ レ ッ ト が ボ ー ド の 引 張 方 向 へ ず れ 動 く こ

と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 で あ っ て 、 前 記

引 張 手 段 、 前 記 ス ト ッ パ 、 及 び 前 記 拘 束 部 材 は 、 ユ ニ ッ ト 化 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 引 張 手 段 、 ス ト ッ パ 、 及 び 拘 束 部 材 が ユ ニ ッ ト 化 さ れ て い る た め 、

荷 物 積 替 え 装 置 の 持 ち 運 び 及 び 設 置 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 で あ っ て

、 前 記 拘 束 部 材 の 高 さ は 、 前 記 第 ２ パ レ ッ ト の 高 さ よ り 低 い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 拘 束 部 材 の 高 さ が 第 ２ パ レ ッ ト の 高 さ よ り 低 い た め 、 拘 束 部 材 の 高

さ が 第 ２ パ レ ッ ト の 高 さ よ り 高 い 構 成 と 比 較 し て 、 引 張 手 段 に よ っ て ボ ー ド を 引 張 る 際 に

拘 束 部 材 が 干 渉 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 荷 物 積 替 え

装 置 で あ っ て 、 前 記 当 接 部 材 は 板 材 で あ り 、 前 記 板 材 の 両 端 部 が 前 記 拘 束 部 材 の 両 側 に 配

置 さ れ た 前 記 ス ト ッ パ に 当 接 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 板 材 の 両 端 部 が 拘 束 部 材 の 両 側 に 配 置 さ れ た ス ト ッ パ に 当 接 す る こ

と で 、 板 材 に よ っ て 荷 物 の 移 動 を 制 限 し つ つ 、 板 材 及 び 荷 物 の 下 か ら ボ ー ド を 引 き 抜 く こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ７ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 荷 物 積 替 え

装 置 で あ っ て 、 前 記 引 張 手 段 は 、 ワ イ ヤ を 巻 き 取 る ウ イ ン チ と 、 前 記 ワ イ ヤ の 端 部 に 設 け

ら れ 、 前 記 ボ ー ド の 引 張 側 に 形 成 さ れ た 孔 に 係 止 さ れ る フ ッ ク と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ワ イ ヤ の 端 部 に 設 け ら れ た フ ッ ク を ボ ー ド の 引 張 側 に 形 成 さ れ た 孔

に 係 止 し 、 ワ イ ヤ を ウ イ ン チ で 巻 き 取 る こ と で 、 ボ ー ド を 引 張 っ て 移 動 さ せ る こ と が で き

る 。 こ の た め 、 荷 物 が 重 量 物 で あ っ て も 容 易 に 積 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 荷 物 積 替 え 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 荷 物 積 替 え

装 置 前 記 引 張 手 段 に よ る 前 記 ボ ー ド の 引 張 速 度 は 、 前 記 当 接 部 材 の 前 記 ス ト ッ パ へ の 当 接
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前 よ り 当 接 後 の 方 が 速 い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 当 接 部 材 の ス ト ッ パ へ の 当 接 後 の 引 張 速 度 を 、 当 接 前 の 引 張 速 度 よ

り 速 く す る こ と で 、 荷 物 の 下 か ら ボ ー ド を ス ム ー ズ に 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 構 成 で パ レ ッ ト 上 の 荷 物 を 別 の パ レ ッ ト に 積 替 え る こ と が で き

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る 荷 物 積 替 え 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 第 １ 実 施 形 態 の 荷 物 積 替 え 装 置 に よ る 荷 物 の 積 替 え 手 順 を 示

す 工 程 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 荷 物 積 替 え 装 置 に よ る 荷 物 の 積 替 え 手 順 を 示

す 工 程 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

（ 第 １ 実 施 形 態 ）

　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 荷 物 積 替 え 装 置 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ２ を 参 照 し て 説

明 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

＜ 構 成 ＞

　 本 実 施 形 態 の 荷 物 積 替 え 装 置 １ ０ は 、 例 え ば 倉 庫 内 に 置 か れ た 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 か

ら 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ と 隣 接 し て 配 置 さ れ た 搬 送 用 の 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 へ 荷 物 Ｎ を 積

替 え る た め の 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 荷 物 積 替 え 装 置 １ ０ は 、 荷 物

Ｎ が 載 置 さ れ る ボ ー ド １ ６ と 、 ボ ー ド １ ６ を 引 張 っ て 移 動 さ せ る 引 張 手 段 １ ８ と 、 を 有 し

て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ボ ー ド １ ６ は 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ 及 び 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 面 と 略 同 じ 大 き さ の 樹 脂 製

の 薄 板 で あ り 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 に 敷 か れ て い る 。 ま た 、 ボ ー ド １ ６ の 引 張 手 段 １ ８

側 （ 以 下 、 「 引 張 側 」 と い う 。 ） の 一 辺 に は 、 下 方 に 凸 と な る 湾 曲 部 １ ６ Ａ と 、 湾 曲 部 １

６ Ａ の 上 端 か ら 水 平 方 向 に 延 び た 掛 り 部 １ ６ Ｂ と が 形 成 さ れ て お り 、 掛 り 部 １ ６ Ｂ は ボ ー

ド １ ６ の 他 の 三 辺 よ り 高 い 位 置 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 さ ら に 、 ボ ー ド １ ６ の 掛 り 部 １ ６ Ｂ に は 、 ボ ー ド １ ６ を 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る 一 対 の 孔 ２

０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ボ ー ド １ ６ の 両 面 （ 上 面 及 び 下 面 ） に は 、 引 張 側 の 一 辺 か ら

対 向 す る 一 辺 に 向 か っ て 延 び る 複 数 の 突 状 リ ブ ２ ２ が 並 列 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ボ ー ド １ ６ の 上 に は 、 荷 物 Ｎ と と も に 当 接 部 材 と し て の 板 材 ２ ４ が 載 置 さ れ て い る 。 板

材 ２ ４ は 、 長 手 方 向 の 長 さ が ボ ー ド １ ６ の 幅 、 す な わ ち 第 １ パ レ ッ ト １ ２ 及 び 第 ２ パ レ ッ

ト １ ４ の 幅 よ り 大 き く さ れ て お り 、 長 手 方 向 両 端 部 が ボ ー ド １ ６ 外 に 突 出 し て い る 。 ま た

、 板 材 ２ ４ は 、 荷 物 Ｎ の 引 張 側 の 側 面 に 立 て 掛 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 引 張 手 段 １ ８ は 、 ク リ ッ プ ２ ５ 等 の 連 結 具 で 端 部 が 二 股 と さ れ た ワ イ ヤ ２ ６ と 、 ワ イ ヤ

２ ６ の 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た フ ッ ク ２ ８ と 、 ワ イ ヤ ２ ６ を 巻 き 取 る ウ イ ン チ ３ ０ と 、

を 備 え て い る 。 ま た 、 フ ッ ク ２ ８ は 、 ボ ー ド １ ６ の 掛 り 部 １ ６ Ｂ に 形 成 さ れ た 一 対 の 孔 ２

０ に そ れ ぞ れ 係 止 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ウ イ ン チ ３ ０ は 、 モ ー タ ３ ０ Ａ の 駆 動 力 に よ っ て 回 転 す る 電 動 ウ イ ン チ で あ り 、 第 ２ パ

レ ッ ト １ ４ を 挟 ん で 第 １ パ レ ッ ト １ ２ に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 枠 体 ３ ２ に 固 定 さ れ て
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い る 。 枠 体 ３ ２ は 、 各 辺 を 構 成 す る ４ 枚 の 板 片 か ら 成 る 略 四 角 形 状 の 部 材 で あ り 、 枠 体 ３

２ の 内 周 寸 法 は ボ ー ド １ ６ （ 第 １ パ レ ッ ト １ ２ 及 び 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ ） の 寸 法 よ り 一 回 り

大 き く さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ 側 に 配 置 さ れ た 板 片 は 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 へ の 移 動 を

制 限 す る 拘 束 部 材 ３ ４ と さ れ て お り 、 拘 束 部 材 ３ ４ （ 板 片 ） の 高 さ は 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の

高 さ よ り 低 く さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 さ ら に 、 枠 体 ３ ２ の 拘 束 部 材 ３ ４ に 直 交 す る ２ 枚 の 板 片 は 、 ボ ー ド １ ６ が 第 ２ パ レ ッ ト

１ ４ 上 に 移 動 し た 際 に 、 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 両 端 部 に そ れ ぞ れ 当 接 す る ス ト ッ パ ３ ６ と さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 一 対 の ス ト ッ パ ３ ６ （ ２ 枚 の 板 片 ） の 高 さ は 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 高 さ よ り 高 く さ れ 、 一

対 の ス ト ッ パ ３ ６ 間 の 距 離 は 、 ボ ー ド １ ６ の 幅 よ り 長 く 、 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 の 長 さ よ り

短 く さ れ て い る 。 な お 、 引 張 手 段 １ ８ の ウ イ ン チ ３ ０ は 、 枠 体 ３ ２ の 拘 束 部 材 ３ ４ を 構 成

す る 板 片 に 対 向 す る 板 片 の 長 手 方 向 中 央 部 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

＜ 荷 物 積 替 え 方 法 ＞

　 次 に 、 荷 物 積 替 え 装 置 １ ０ を 用 い て 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 か ら 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 へ

荷 物 Ｎ を 積 替 え る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 倉 庫 内 で 荷 物 Ｎ を 仕 分 け て 保 管 す る 際 に

、 予 め 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 に ボ ー ド １ ６ を 敷 き 、 ボ ー ド １ ６ の 上 に 荷 物 Ｎ を 載 置 し て お

く 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 荷 物 Ｎ を 倉 庫 外 に 搬 送 す る 際 に は 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 荷 物 Ｎ が 積 ま れ た 第 １ パ

レ ッ ト １ ２ に 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ を 隣 接 し て 配 置 し 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ に 枠 体 ３ ２ を 隣 接 し

て 配 置 す る 。 そ し て 、 板 材 ２ ４ を ボ ー ド １ ６ の 上 に 載 置 し て 荷 物 Ｎ の 引 張 側 の 側 面 に 当 接

さ せ 、 引 張 手 段 １ ８ の フ ッ ク ２ ８ を ボ ー ド １ ６ の 孔 ２ ０ に 係 止 さ せ る こ と で 引 張 手 段 １ ８

と ボ ー ド １ ６ と を 連 結 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 に 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 引 張 手 段 １ ８ の ウ イ ン チ ３ ０ で ワ イ ヤ ２ ６ を 巻 き 取 る

こ と に よ り 、 ボ ー ド １ ６ を 引 張 っ て 第 １ パ レ ッ ト １ ２ 上 か ら 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ 上 に 移 動 さ

せ る 。 こ の と き 、 枠 体 ３ ２ に 設 け ら れ た 拘 束 部 材 ３ ４ が 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 の 側 面

に 当 接 す る こ と に よ り 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 へ の 移 動 が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 そ の 後 、 引 張 手 段 １ ８ の ウ イ ン チ ３ ０ で ワ イ ヤ ２ ６ を さ ら に 巻 き 取 る と 、 ボ ー ド １ ６ が

さ ら に 引 張 ら れ 、 ボ ー ド １ ６ の 引 張 側 に 載 置 さ れ た 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 両 端 部 が 枠 体 ３ ２

に 設 け ら れ た 一 対 の ス ト ッ パ ３ ６ に そ れ ぞ れ 当 接 し て 荷 物 Ｎ の 移 動 が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 板 材 ２ ４ が ス ト ッ パ ３ ６ に 当 接 し た 状 態 で ウ イ ン チ

３ ０ に よ っ て ボ ー ド １ ６ を 引 張 る こ と で 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ と 荷 物 Ｎ の 間 か ら ボ ー ド １ ６

を 引 き 抜 く こ と が で き 、 荷 物 Ｎ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 に 積 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 ウ イ ン チ ３ ０ に よ る ワ イ ヤ ２ ６ の 巻 き 取 り 速 度 、 す な わ ち ボ ー ド １ ６ の 引 張 速 度

は 、 板 材 ２ ４ が ス ト ッ パ ３ ６ に 当 接 す る 前 よ り 当 接 し た 後 の 方 が 速 い こ と が 好 ま し い 。 板

材 ２ ４ が ス ト ッ パ ３ ６ に 当 接 し た 後 に ボ ー ド １ ６ の 引 張 速 度 を 速 く す る こ と で 、 荷 物 Ｎ の

下 か ら ボ ー ド １ ６ を ス ム ー ズ に 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

＜ 作 用 、 効 果 ＞

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 に 敷 か れ た ボ ー ド １ ６ を 引 張 手 段 １ ８ に よ

っ て 引 張 る こ と で 、 ボ ー ド １ ６ 及 び ボ ー ド １ ６ に 載 置 さ れ た 荷 物 Ｎ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の
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上 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 ボ ー ド １ ６ に 載 置 さ れ た 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 両 端 部 が ス ト ッ パ ３ ６ に 当 接 し た 状

態 で ボ ー ド １ ６ を さ ら に 引 張 る こ と で 、 板 材 ２ ４ に よ っ て 荷 物 Ｎ の 移 動 を 制 限 し つ つ 、 第

２ パ レ ッ ト １ ４ と 荷 物 Ｎ の 間 か ら ボ ー ド １ ６ を 引 き 抜 く こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 簡 易

な 構 成 で 荷 物 Ｎ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 に 積 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ボ ー ド １ ６ の 両 面 に 複 数 の 突 状 リ ブ ２ ２ が 形 成 さ れ て い る

。 こ の た め 、 ボ ー ド １ ６ の 下 面 の 突 状 リ ブ ２ ２ が 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 面 に 当 接 す る こ と

で 、 ボ ー ド １ ６ の 下 面 と 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 面 と の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 ボ ー ド １ ６

を ス ム ー ズ に 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ へ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 さ ら に 、 ボ ー ド １ ６ の 上 面 の 突 状 リ ブ ２ ２ が 荷 物 Ｎ の 下 面 に 当 接 す る こ と で 、 ボ ー ド １

６ の 上 面 と 荷 物 Ｎ と の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 ボ ー ド １ ６ を ス ム ー ズ に 荷 物 Ｎ の 下 か ら 引

き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 拘 束 部 材 ３ ４ に よ っ て 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 の 移 動 が

制 限 さ れ て い る た め 、 ボ ー ド １ ６ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ 上 へ 移 動 さ せ る 際 に 、 第 ２ パ レ ッ ト

１ ４ が ボ ー ド １ ６ の 引 張 方 向 へ ず れ 動 く こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 拘 束 部 材

３ ４ の 高 さ が 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 高 さ よ り 低 く な っ て い る た め 、 引 張 手 段 １ ８ に よ っ て ボ

ー ド １ ６ を 引 張 る 際 に 拘 束 部 材 ３ ４ が 干 渉 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 引 張 手 段 １ ８ が 、 ワ イ ヤ ２ ６ 、 フ ッ ク ２ ８ 、 及 び ウ イ ン チ

３ ０ で 構 成 さ れ て お り 、 ワ イ ヤ ２ ６ の 端 部 に 設 け ら れ た フ ッ ク ２ ８ を ボ ー ド １ ６ の 孔 ２ ０

に 係 止 し 、 ワ イ ヤ ２ ６ を ウ イ ン チ ３ ０ で 巻 き 取 る こ と で 、 ボ ー ド １ ６ を 引 張 っ て 移 動 さ せ

る こ と が で き る 。 こ の た め 、 荷 物 Ｎ が 重 量 物 で あ っ て も 容 易 に 積 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 枠 体 ３ ２ に ス ト ッ パ ３ ６ 及 び 拘 束 部 材 ３ ４ が 形 成 さ れ 、

引 張 手 段 １ ８ の ウ イ ン チ ３ ０ が 枠 体 ３ ２ に 固 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 荷 物 積 替 え 装 置 １

０ の ス ト ッ パ ３ ６ 、 拘 束 部 材 ３ ４ 、 及 び 引 張 手 段 １ ８ が ユ ニ ッ ト 化 さ れ て い る 。 こ の た め

、 荷 物 積 替 え 装 置 １ ０ の 使 用 時 に の み 枠 体 ３ ２ を 持 ち 運 ん で 倉 庫 内 に 容 易 に 設 置 す る こ と

が で き 、 不 使 用 時 に 荷 物 積 替 え 装 置 １ ０ が 邪 魔 に な る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

（ 第 ２ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 荷 物 積 替 え 装 置 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る

。 な お 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 差 異 点 を

中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

＜ 構 成 ＞

　 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 荷 物 積 替 え 装 置 ４ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 荷 物 積

替 え 装 置 １ ０ と 同 様 に 、 ボ ー ド ４ ２ と 、 当 接 部 材 と し て の 板 材 ４ ４ と 、 ボ ー ド ４ ２ を 引 張

る 引 張 手 段 ４ ６ と 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 移 動 を 制 限 す る 拘 束 部 材 ４ ８ と 、 板 材 ４ ４ に 当 接

す る ス ト ッ パ ５ ０ と 、 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 ボ ー ド ４ ２ は 、 湾 曲 部 が 形 成 さ れ て お ら ず 平 坦 形 状 と さ れ て い る

。 ま た 、 ボ ー ド ４ ２ の 両 面 に は 突 状 リ ブ が 形 成 さ れ て お ら ず 、 代 わ り に 例 え ば フ ッ 素 樹 脂

の 塗 布 等 の 滑 り 加 工 が 施 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ボ ー ド ４ ２ の 引 張 側 の 一 辺 に は 、 ボ ー ド ４

２ を 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る １ つ の 孔 ５ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 孔 ５ ２ に は ア イ レ ッ ト ボ ル ト ５

４ が 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

10

20

30

40

50



(7) JP  6535836  B2  2019.7.3

　 ま た 、 ボ ー ド ４ ２ 上 に 載 置 さ れ て い る 板 材 ４ ４ の 底 面 に は 、 例 え ば 樹 脂 製 と さ れ た シ ー

ト ５ ６ が 貼 り 付 け ら れ て お り 、 シ ー ト ５ ６ は 、 ボ ー ド ４ ２ の 上 面 と 荷 物 Ｎ の 下 面 と の 間 に

挟 ま れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 引 張 手 段 ４ ６ は 、 ワ イ ヤ ５ ８ と 、 ワ イ ヤ ５ ８ の 端 部 に 設 け ら れ 、 ア イ レ ッ ト ボ ル ト ５ ４

に 係 止 さ れ る フ ッ ク ６ ０ と 、 ワ イ ヤ ５ ８ を 巻 き 取 る ウ イ ン チ ６ ２ と 、 を 備 え て い る 。 な お

、 ウ イ ン チ ６ ２ は 、 倉 庫 内 の 壁 ６ ４ 等 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 移 動 を 制 限 す る 拘 束 部 材 ４ ８ は 、 倉 庫 の 床 面 ６ ６ に 突 出 形 成 さ れ た

突 起 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 拘 束 部 材 ４ ８ （ 突 起 ） は 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 の 側

面 に 沿 っ て 延 び て お り 、 拘 束 部 材 ４ ８ の 突 出 高 さ は 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 高 さ よ り 低 く さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 板 材 ４ ４ に 当 接 す る ス ト ッ パ ５ ０ は 、 倉 庫 の 床 面 ６ ６ に 突 出 形 成 さ れ た 一 対 の ポ ー ル に

よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 一 対 の ス ト ッ パ ５ ０ （ ポ ー ル ） の 高 さ は 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 高 さ

よ り 高 く さ れ 、 一 対 の ス ト ッ パ ５ ０ 間 の 距 離 は 、 ボ ー ド ４ ２ の 幅 よ り 長 く 、 板 材 ４ ４ の 長

手 方 向 の 長 さ よ り 短 く さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

＜ 荷 物 積 替 え 方 法 ＞

　 荷 物 積 替 え 装 置 ４ ０ を 用 い て 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 か ら 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 へ 荷 物 Ｎ

を 積 替 え る 場 合 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 予 め 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 に ボ ー ド ４ ２ を 敷 き

、 ボ ー ド ４ ２ の 上 に 板 材 ４ ４ を 載 置 し て お く 。 そ し て 、 板 材 ４ ４ に 貼 り 付 け ら れ た シ ー ト

５ ６ の 上 に 荷 物 Ｎ を 載 置 し て お く 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 次 に 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 荷 物 Ｎ が 積 ま れ た 第 １ パ レ ッ ト １ ２ に 第 ２ パ レ ッ ト １

４ を 隣 接 し て 配 置 し 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ に 枠 体 ３ ２ を 隣 接 し て 配 置 す る 。 こ の と き 、 倉 庫

の 床 面 ６ ６ の 第 １ パ レ ッ ト １ ２ が 配 置 さ れ る 部 分 に は 段 差 部 ６ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １

パ レ ッ ト １ ２ は 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ よ り 僅 か に 高 い 位 置 に 配 置 さ れ る 。 そ の 後 、 引 張 手 段 ４

６ の フ ッ ク ６ ０ を ボ ー ド ４ ２ の 孔 ５ ２ に 固 定 さ れ た ア イ レ ッ ト ボ ル ト ５ ４ に 係 止 さ せ る こ

と で 引 張 手 段 ４ ６ と ボ ー ド ４ ２ と を 連 結 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 次 に 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 引 張 手 段 ４ ６ の ウ イ ン チ ６ ２ で ワ イ ヤ ５ ８ を 巻 き 取 る

こ と に よ り 、 ボ ー ド ４ ２ を 引 張 っ て 第 １ パ レ ッ ト １ ２ 上 か ら 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ 上 に 移 動 さ

せ る 。 こ の と き 、 拘 束 部 材 ４ ８ が 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 の 側 面 に 当 接 す る こ と に よ り

、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 引 張 側 へ の 移 動 が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 そ の 後 、 ウ イ ン チ ６ ２ で ワ イ ヤ ５ ８ を さ ら に 巻 き 取 る と 、 ボ ー ド ４ ２ が さ ら に 引 張 ら れ

、 ボ ー ド ４ ２ の 引 張 側 に 載 置 さ れ た 板 材 ４ ４ の 長 手 方 向 両 端 部 が 一 対 の ス ト ッ パ ５ ０ に そ

れ ぞ れ 当 接 し て 荷 物 Ｎ の 移 動 が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 そ し て 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 板 材 ４ ４ が ス ト ッ パ ５ ０ に 当 接 し た 状 態 で ウ イ ン チ

６ ２ に よ っ て ボ ー ド ４ ２ を 引 張 る こ と で 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ と 荷 物 Ｎ の 間 か ら ボ ー ド ４ ２

を 引 き 抜 く こ と が で き 、 荷 物 Ｎ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 上 に 積 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

＜ 作 用 、 効 果 ＞

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ボ ー ド ４ ２ の 両 面 に 滑 り 加 工 が 施 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ボ ー ド

４ ２ の 下 面 と 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上 面 と の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 ボ ー ド ４ ２ を ス ム ー ズ

に 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ へ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ボ ー ド ４ ２ の 上 面 と 荷 物 Ｎ と の 摩

擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 ボ ー ド ４ ２ を ス ム ー ズ に 荷 物 Ｎ の 下 か ら 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】
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　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 板 材 ４ ４ の 底 面 に シ ー ト ５ ６ が 貼 り 付 け ら れ て お り 、 シ ー

ト ５ ６ は 、 ボ ー ド ４ ２ の 上 面 と 荷 物 Ｎ の 下 面 と の 間 に 挟 ま れ て い る 。 こ の た め 、 ボ ー ド ４

２ を 移 動 さ せ る 際 に 、 板 材 ４ ４ が す れ 動 い た り 倒 れ た り す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 倉 庫 の 床 面 ６ ６ の 第 １ パ レ ッ ト １ ２ が 配 置 さ れ る 部 分 に

段 差 部 ６ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ よ り 僅 か

に 高 い 位 置 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ か ら 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ に ボ ー ド ４ ２

が 移 動 す る 際 に 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 角 部 に ボ ー ド ４ ２ が 引 掛 か る こ と を 抑 制 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）

　 な お 、 本 発 明 に つ い て 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 内 に て 他 の 種 々 の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 例 え ば 、 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 引 張 手 段 １ ８ 、 ４ ６ は ウ イ ン チ ３ ０ 、 ６ ２ を 備

え て お り 、 ウ イ ン チ ３ ０ 、 ６ ２ で ワ イ ヤ ２ ６ 、 ５ ８ を 巻 き 取 る こ と で 、 ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２

を 引 張 っ て 移 動 さ せ て い た 。 し か し 、 荷 物 Ｎ が 軽 量 物 で あ る 場 合 に は 、 荷 物 Ｎ が 重 量 物 で

あ る 場 合 と 比 較 し て 軽 い 力 で ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２ を 移 動 さ せ る こ と が で き る た め 、 ワ イ ヤ ２

６ 、 ５ ８ を 人 力 で 引 張 っ て ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２ を 移 動 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 同 様 に 、 荷 物 Ｎ が 軽 量 物 で あ る 場 合 に は 、 荷 物 Ｎ が 重 量 物 で あ る 場 合 と 比 較 し て ボ ー ド

１ ６ 、 ４ ２ と 荷 物 Ｎ と の 間 、 及 び ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２ と 第 １ パ レ ッ ト １ ２ と の 間 の 摩 擦 抵 抗

が 小 さ く な る 。 こ の た め 、 ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２ の 両 面 に 、 突 状 リ ブ ２ ２ や 滑 り 加 工 が 設 け ら

れ て い な く て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 さ ら に 、 荷 物 Ｎ が 軽 量 物 で あ る 場 合 に は 、 ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２ を 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ 上 へ 移

動 さ せ る 際 に 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ が ボ ー ド １ ６ 、 ４ ２ の 引 張 方 向 へ ず れ 動 く 虞 が 少 な い 。

こ の た め 、 第 ２ パ レ ッ ト １ ４ の 移 動 を 制 限 す る 拘 束 部 材 ３ ４ 、 ４ ８ が 設 け ら れ て い な く て

も よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 ボ ー ド ４ ２ の 下 面 に 滑 り 加 工 を 施 す こ と で 、 ボ ー ド ４ ２

と 第 １ パ レ ッ ト １ ２ と の 間 の 摩 擦 抵 抗 を 小 さ く し て い た 。 し か し 、 第 １ パ レ ッ ト １ ２ の 上

面 に 離 型 紙 等 の 滑 り 材 を 敷 く こ と で 、 ボ ー ド ４ ２ と 第 １ パ レ ッ ト １ ２ と の 間 の 摩 擦 抵 抗 を

小 さ く し て も よ い 。 さ ら に 、 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 引 張 手 段 １ ８ 、 ４ ６ が ワ イ ヤ

２ ６ 、 ５ ８ の 代 わ り に ベ ル ト を 備 え て い て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ８ 】

１ ０ 、 ４ ０ 　 　 　 　 　 荷 物 積 替 え 装 置

１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ パ レ ッ ト

１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ パ レ ッ ト

１ ６ 、 ４ ２ 　 　 　 　 　 ボ ー ド

１ ８ 、 ４ ６ 　 　 　 　 　 引 張 部 材

２ ０ 、 ５ ２ 　 　 　 　 　 孔

２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 突 状 リ ブ

２ ４ 、 ４ ４ 　 　 　 　 　 板 材

２ ６ 、 ５ ８ 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ

２ ８ 、 ６ ０ 　 　 　 　 　 フ ッ ク

３ ０ 、 ６ ２ 　 　 　 　 　 ウ イ ン チ

３ ４ 、 ４ ８ 　 　 　 　 　 拘 束 部 材
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３ ６ 、 ５ ０ 　 　 　 　 　 ス ト ッ パ

Ｎ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 荷 物

【 図 １ 】 【 図 ２ 】



(10) JP  6535836  B2  2019.7.3

【 図 ３ 】



(11) JP  6535836  B2  2019.7.3

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(56)参考文献　特開平０２－１９３８９６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平０５－１２４７３５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｂ６５Ｇ　　５９／００　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

